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歪集中帯周辺の比抵抗不均質構造

Crustal heterogeneity on electrical resistivity around the Niigata-Kobe Tectonic Zone,
Chubu Region, Japan
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平成 16年度からの 5ヶ年計画である「地震予知のための新たな観測研究計画 (第 2次)」では、新潟－神戸歪集中帯に
位置する跡津川断層周辺において、高密度の地震・GPS観測および比抵抗構造調査のための合同観測が実施されている
(Hirata, 2004)。
歪集中帯地殻比抵抗研究グループ (∗)は、2004年 10月に跡津川断層に直交する測線で、広帯域 Magnetotelluric (MT)

法を用いた比抵抗構造探査を実施した。(1)表層から下部地殻に至るの高解像度のイメージング (2)新潟－神戸歪集中帯
を包括する大断面の構造推定を目的に、富山市から木曽福島に至る、測線長約 100km、合計 30観測点の測線において
データを取得した。本研究では、対象を跡津川断層周辺に絞るため、主に乗鞍岳の北側で取得したデータ (TM モードの
見掛け比抵抗・位相、TEモードの位相およびティッパー)を使用し、N65Eを走向とする 2次元インバージョンを行った。
探査曲線 (振幅情報である見掛け比抵抗)に見られていた、平野部と山間部における著しいジャンプを考慮した再解析に
より、上部地殻の不均質と下部地殻の構造との関係を詳細に議論できるようになった。また、最終モデルとするにあた
り、Ogawa and Uchida [1996]および Siripunvaraporn and Egbert [2000]のコードを併用し、感度検定を組み合わせてモデ
ルの妥当性を検討した。
得られた比抵抗モデルについては、既報と大局的に異ならないが、(1)平野部に厚く (表層～5km)広がる堆積層、(2)高

山・大原断層帯、牛首断層を南北限とし、跡津川および茂住祐延断層付近で薄くなる上部地殻の高比抵抗ブロック、(3)
牛首断層、茂住祐延および跡津川断層、高山・大原断層帯下の下部地殻には低比抵抗領域が検出された。
本講演では、再解析により得られた跡津川断層に直交する比抵抗モデルの詳細を報告し、地震学的構造、GPS観測の

結果などと比較し議論する。
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